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1.登校する前に、学校の所在地(名古屋市)または自分の居住する地域(市町村)に暴風警報または暴風雪警報が発

表されている場合

① 午前6時までに当該警報が解除された場合は、平常通り登校する。

② 午前6時の時点で当該警報が発表されている場合は、登校しなくてよい。

③ ①の場合であっても、道路の冠水や損壊、河川の増水、土砂災害の危険等により登校が危険なときや、

公共交通機関の運休により登校が困難なときは、登校しなくてよい。その際、速やかに学校へ連絡する。

2.登校する前に、学校の所在地(名古屋市)または自分の居住する地域(市町村)に発表されている警報が大雨警報、

氾濫警報、土砂災害警報、高潮警報、大雪警報、波浪警報の場合は、原則として平常通り登校する。ただし、

冠水や損壊、河川の増水、土砂災害の危険等により登校が危険なときや、公共交通機関の運休により登校が困

難なときは、登校しなくてよい。その際、速やかに学校へ連絡する。

3.登校する前に、学校の所在地(名古屋市)または自分の居住する地域(市町村)に特別警報が発表されている場合

① 午前6時までに当該特別警報が解除された場合は、平常どおり登校する。

② 午前6時の時点で当該特別警報が発表されている場合は、登校しなくてよい。

③ ①の場合であっても、道路の冠水や損壊、河川の増水、土砂災害の危険等により登校が危険なときや、

公共交通機関の運休により登校が困難なときは、登校しなくてよい。その際、速やかに学校へ連絡する。

【特別警報について】

特別警報は、予想される現象が特に異常であり、重大な災害の起こるおそれが著しく大きい場合に発表

される。「大雨」「氾濫」「土砂災害」「高潮」「大雪」「暴風」「暴風雪」「波浪」の特別警報があり、「大雨」

「氾濫」「土砂災害」「高潮」の特別警報には「警戒レベル5」が付される。

4.登校する前に、学校の所在地(名古屋市)または自分の居住する地域(市町村)に危険警報(警戒レベル4)が発表

されている場合

① 午前6時までに当該危険警報が解除された場合は、平常どおり登校する。

② 午前6時の時点で当該危険警報が発表されている場合は、登校しなくてよい。

③ ①の場合であっても、道路の冠水や損壊、河川の増水、土砂災害の危険等により登校が危険なときや、

公共交通機関の運休により登校が困難なときは、登校しなくてよい。その際、速やかに学校へ連絡する。

【危険警報について】

危険警報は、災害の発生するおそれが高く、危険な場所から全員退避すべき状況であることを知らせる

ために発表される。「大雨」「氾濫」「土砂災害」「高潮」の危険警報があり、発表時には「警戒レベル4」

が付される。



【参考】出典；気象庁HP


